
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第１１１２２２報報報）））

平 成 ２３ 年 ７ 月 ８ 日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

○第２次補正予算案について 

 第２次補正予算案について，７月５日に閣議決定され，早ければ２２日に成立する見通し。概要は，

農林水産関係補正予算２０７億円のうち大部分の１９３億円が水産業共同利用施設復旧支援事業（拡充）

である（詳細は別紙のとおり）。 

○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

 宮城県内で採取した水産物について，下記のとおり東北大学の協力を得て放射性物質の測定をしたの

で，その結果をお知らせします。 

１ 測定年月日 平成２３年７月４～６日 

２ 測定分析機関 東北大学（東北大学への協力依頼による） 

３ 測定結果 国が定めた暫定規制値を下回り，安全性に問題がないことが確認された。 

       放射性物質の値は採取日における値を示す。 

●水産物（採取日 平成２３年７月３～４日）             （単位：ベクレル／ｋｇ） 

種  別 採取場所 放射性ヨウ素 放射性セシウム 

アイナメ 仙台湾 不検出 １０ 

マサバ 仙台湾 不検出 不検出 

アユ 大川（気仙沼市） 不検出 ５３ 

※食品衛生法の規定に基づく食品中の放射性ヨウ素の暫定規制値 ２，０００ ベクレル／ｋｇ 

※食品衛生法の規定に基づく食品中の放射性セシウムの暫定規制値  ５００ ベクレル／ｋｇ 

 

２ 管内の復興に向けた動き 

＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

管理漁港及び漁場の啓開(けいかい)作業状況 

 ・県管理漁港の航路・泊地内の漁具や沈没した船舶・自動車等支障物の撤去作業は、塩釜漁港越の浦

地区への航路の啓開作業は、７月４日から作業開始。 

 ・漁場の啓開作業は、５月２３日から松島湾で着手し、潮位の関係から七ヶ浜沖と並行して２台の起

重機船で引き続き作業を行っている。 

  バックホウ台船は、６月１４日から松島湾の東名地区で引き続き作業を行っている。 

  また、仙台湾漁場へは６月２８日から起重機船にて支障物撤去作業に着手した。 

   

 



水陸両用バックホウについては、組み立て作業を終了 

し、７月６日から松島湾内の撤去作業に着手している。 

  仙台湾の測量作業は、６割程度完了。今後、引き続き 

残りの漁場の調査を実施していく。 

 

 

 

 

 

                             水陸両用バックホウ 
②漁港の応急復旧状況 

 ・荒浜漁港の海岸堤防の応急工事については、阿武隈 

川河口から南側約９００ｍ区間の１次応急工事作業 

は完了し、2 次応急工事の為の大型土のうを作成中。 

  また、決壊している堤防２箇所については、大型土 

のうを３段積みで６月１１日に完了している。 

 ・荒浜漁港南導流堤基部の決壊箇所の閉塞工事につい 

ては、現在、吉田排水機場から北側に仮設道路工事 

を施工中で全体約 500m の内、約 200m について作 

業を完了している。                   荒浜漁港海岸応急工事施工状況 

 ・磯崎漁港長田地区の臨港道路の舗装補修等について 

は、７月 7 日から作業実施中。 

 

＜トピックス＞ 

○５ｔ未満船展示会 

 

 

 

 

 

 

                             

展示会風景 

 

 

 

 

 

 

７月４～６日に県漁協塩釜総合支所において，「共

同利用小型漁船建造事業」活用を前提にした５ｔ未満

船（和船モデル）展示会が行われた。 
ヤマハの各種和船展示の他，ヤンマー・三菱各社の

舶用エンジン，坂井漁網のロープ展示があり，県内か

ら３日間で６００人を超す生産者が訪れ，性能につい

て業者へ質問をしていた。 



 

○水産加工業支援コーディネーターについて                      

 

 

  

 

                             

 

 

 

 

 

○災害派遣について                   阿部和夫コーディネーター   

 

 

 

○災害復旧応援職員の紹介                      

 

 

 

  

 

                             

 

 

 

 

松尾進吾さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水産加工業支援の相談員が当部に常駐することに

なりました。 

「昨年５月から水産加工業支援事業活用推進コーデ

ィネーターを努めております阿部でございます。 
県内で水産加工業を営む方々のために，融資，補助

制度などのご紹介や事務手続きなどの書類作成の他，

輸出水産物製造施設登録などのお手伝いをさせて頂

いております。 
この度の震災により大きな被害を被りました関係

の皆様には，心からお見舞いを申し上げますと共に，

復興に向けてのお手伝いをさせて頂きますので，下記

あてご連絡頂ければ幸いです。 
電話（携帯）：０８０－６０５８－５６８０」 

 漁港の災害復旧の応援のため兵庫県から松尾進吾

課長が当部に参りました。 

「兵庫県の淡路島にある洲本農林水産振興事務所と

いう小さな事務所から応援に来ました。島内の漁港も

平成７年の阪神・淡路大震災で大きな被害を受けまし

たが，宮城県をはじめ全国の自治体から多くの方々に

応援に来ていただいたおかげで，時間はかかりました

が以前より立派な姿になって生まれ変わることがで

きました。今回の被災は兵庫県が受けたものと比較に

ならないほど大規模ですが，いつか必ず蘇る日が訪れ

るものと信じ，その日が一日でも早くなるよう，短い

期間ですが精一杯お手伝いさせていただきたいと思

っております。」 



 


